
 

 

 

  

 
 

今年度の後半がスタートしました 
 さわやかな風に吹かれ、野山には、萩やススキを目にすることができます。また、校庭には、コスモスの
花が咲き、あちらこちらで、秋を感じさせられます。 
いよいよ１０月がスタートしました。年度の折り返し地点です。 

 １０月は、学習にも運動にも、過ごしやすい時期です。『読書の秋』『芸術の秋』『運動の秋』『みのりの秋』
等々、子どもたちには、今まで以上に力をつけていってほしいと思います。 
 『行事は人を育てる』です。今月は、１０月２３日（土）に、ふれあい音楽会があります。子どもたちは、
音楽会に向けて、日々練習に励んでいます。子どもたち一人一人が自分の役割を意識しながら、みんなで心
を一つにして素晴らしい演奏をしてくれることと楽しみにしています。ご期待ください。 

平和学習をしています（６年生） 
 １１月９日・１０日の修学旅行 

で、６年生は広島を訪れます。そ 

れまでに、『平和』について 特に 

『広島』について、しっかりと学 

んで、広島を訪れたいと思います。 

 １学期から、子どもたちは、『平 

和』や『広島』『戦争』『原子爆弾』 

等々、いろいろと自分なりにテー 

マを決めて調べ学習をしています。 

９月２８日（火）は、『広島の 

町』について、校長と改めて学習 

をしました。 

 最初に、『広島ってどんな町？』 

と、子どもたちに尋ねると、「牡蠣が有名」「しゃもじが有名」「広島焼がおいしい」「もみじ饅頭が有名」「広

島カープがある」等、知っていることをどんどん発表しました。そして、「広島の町と言えば、決して忘れ

てはならないこと、人類史上初、原子爆弾が投下された町だということ」を再確認しました。同時に、「日

本（唯一の被爆国）に住む私たちの使命って何だろう？」ということを投げかけながら、広島の平和記念公

園や原爆ドーム、平和セレモニーについて考えていきました。 

 平和記念公園には、多くの記念碑があります。碑には、その碑に関わる人々の願いや思いが込められてい

ることも子どもたちに伝えました。 

 例えば、「平和の灯」は、核兵器廃絶を願って１９６４年８月１日に点火されました。世界中から核兵器

が無くなるまで、平和の灯は燃え続けているのです。言い換えれば、平和の灯が燃え続けている限り、世界

中から核兵器が無くなっていないということです。 

 「原爆ドーム」は、１９４５年８月６日までは、「産業奨励館」という名称でした。原爆投下後、「原爆ド

ーム」と呼ばれるようになりました。最初は、「原爆ドーム」は取り壊される予定でしたが、一人の少女の

ことば（楮山ヒロ子さんの日記）がきっかけとなり、「原爆ドーム永久保存」の動きになりました。世界平

和を訴えようと市民が一丸となって働きかけ、１９９６年には世界遺産への登録が実現しました。「原爆ド

ーム」は、原爆の威力や悲惨さを今に伝えながら、核兵器の廃絶と世界の恒久平和を訴えかけています（負

の世界遺産）。 

 「原爆の子の像」は、２歳で被爆し１０年後に白血病を発症して短い一生を終えた少女、佐々木禎子さん

を偲び、また、同じように被爆で亡くなった多くの子どもたちを慰霊するために建てられた碑です。折り鶴

を折りながら闘病生活を続けた禎子さんの姿を重ね、少女の像は折り鶴を掲げています。今も平和を願う折

り鶴が世界中から届けられています。本校の６年生も、修学旅行当日に、この場所で「平和セレモニー」を

行います。平荘小学校全校生の平和を願う折り鶴を奉納します。 

 現在、６年生は、１１月の修学旅行を一つのきっかけとして、平和についての学びを深めています。自分

たちが学んだことを、全校生や家庭（地域）に発信してくれると大変うれしいです。 
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平和セレモニーで奉納する折り鶴の制作開始です 

１０月４日（月）は、６年生が、朝会で、平和を願う話をしました。今週中に、１～３年生には、６年生

が折り鶴の折り方を説明し、一緒に鶴を折ります。４年生以上は、自力で折り鶴を折ります。全校生の平和

を願う気持ちが一つになって千羽づるが完成する日を楽しみにしています。 
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      ≪原爆の子の像≫ 

平和を願い、折り鶴を折っています 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

【９月２８日の学習より、児童の感想】 

●私のおばあちゃんは、広島に住んでいたのです

が、１９４５年８月６日は、たまたま四国に行っ

ていました。四国に行っていなかったらと考える

と、本当に怖いです。原子爆弾は、人類史上初、

広島に落とされましたが、たまたま広島であっ

て、もし、私たちの住んでいるところに落とされ

ていたらと考えると、本当に恐ろしいです。 

●碑には、人々の願いや思いが込められていると

知りました。平荘小学校にも碑があります。ふだ

ん何気なく（碑の前を）通っていましたが、碑に

込められた願いを感じながら通りたいと思いま

した。 

  

 

１～３年生に分かり

やすく鶴の折り方を

説明したいな。 

平和を願い、心

を込めて鶴を

折りたいな。 


